
＜社会福祉法人宮城県社会福祉協議会宮城県福祉人材センター様＞

●上映会を開催するに至った経緯を
教えて下さい。

栗原地域で、介護や看護のお仕事に興
味のある方を対象に、福祉のお仕事を
より深く知っていただけることを目的に
今回の開催に至りました。

●実行委員会は、どのようなメンバーで
しょうか？

主催団体である宮城県福祉人材セン
ター職員が中心となっています。

●協力の得られた団体はありました
か？

共催という形で、後援団体である宮城県
老人施設協議会栗原地区連絡協議会、
社福）栗原市社協、社福）栗原秀峰会、
ＮＰＯ法人栗原市障害者就労支援セン
ターに事前訪問等行い、協力依頼を行
ないました。

●資金はどのように捻出しましたか？

主催である宮城県福祉人材センターが
捻出しています。

上映日：2020/12/5（土） 場所：栗原市市民活動支援センター（宮城県栗原市）

●地域へどのように告知をしましたか？

地域への告知や媒介方法として、広報く
りはら12月1日号記事への寄稿、大崎タ
イムスへの寄稿、栗原市観光ポータル
サイト”ぎゅぎゅっとくりはら”のＨＰ記載
を行ないました。
地元掲載紙を活用しての広報は、特に
効果を感じられました。

●上映会当日の様子や、上映会開催の
感想を教えてください。

事業所の求人担当者も鑑賞しており、
初心に帰って頑張ろうと思ったと感想を
話されていました。また、時折会場で泣
いている方もおり、「観にきてよかったで
す」と話している方もいました。保健師や
保育士を目指す高校生も会場におり、
熱心に鑑賞する姿も見られました。

私自身、ケアニンを観たことがなかった
為、今回の上映会では鑑賞者の方とと
もに一緒に鑑賞しました。現在は人材セ
ンターで勤務していますが、その前はＰ
ＳＷ、特養のグループホーム、知的障害
者施設職員を経験していたことから、現
場サイドからの目線で鑑賞することで、
福祉の仕事を志す方だけでなく、現場
の職員に現場の研修の一環として観て
いただくことも今後、あっても良いのかな
と感じました。内容もわかりやすかった
ので、一般の来場者にも伝わりやすい
内容だったように思います。

上映会 開催事例
File-SP51

●地域の方々と繋がったエピソードがあ
れば教えてください。

今回上映会だけでなく、授産施設での
販売や午後より福祉関連事業所を招い
た面談会も同時に行ないましたが、

今回実施した栗原地区でこのようなイベ
ントの開催は今までなかったため、午後
の参加事業所からはこういう企画を今
後も続けてほしいとの要望もいただき、
人材センターにとっても今後に向けた活
動として、良い機会になりました。

●今後、上映会を開催される主催者の
皆さんに向けて、メッセージをお願いし
ます。

介護人材については、今後も不足傾向
は続くと思われます。ですが、このケア
ニンの上映を効果的に活用していき、

少しでも福祉の仕事を志す方を増やし
ていけることを切に願いたいと思います。

「こういう企画を今後も続けてほしい」との声をいただきました

ご担当者：猪股 恵子さん

社会福祉法人

社会福祉法人宮城県社会福祉協議
会宮城県福祉人材センター

法律に基づく公的機関。福祉人材
無料職業紹介所。

福祉の職場説明会やガイダンス・移
動相談・福祉人材の育成・福祉に対
する総合的な啓発・広報活動を行っ
ている。


